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論 文 内 容 の 要 旨

トウガラシの主な辛味成分であるカブサイシンを動物に投与すると,副腎からア ドレナリンが分泌される｡ア ドレナリン

は,脂肪組織に蓄積されているトリグリセリドの脂肪酸への分解 と血液中-の放出を刺激し,筋肉-の脂肪酸の取り込みと

酸化を促進することが知られている｡マラソンなどの持久運動は,体脂肪をエネルギー源として効率よく利用することが最

も重要である｡したがって,カブサイシンを投与すれば,運動中のエネルギー源として脂肪酸が有効に利用でき,持久運動

能力の増強が期待される｡本研究は,カブサイシンをマウスに経 口投与し,流水プールを用いて,持久運動能力の増強を評

価するとともに,天然に存在するカブサイシン同族体で,辛味を全く持たないC18-VA (stearoylvanillylamide)について

も,マウスの持久運動能力に与える影響を検討 したものである｡本研究で得られた主な成果は以下のとおりである｡

1.マウスの限界遊泳時間を測定する目的で,長さ90cm 幅45C皿 深さ45cmの水槽にポンプで均一な表面流を作り,流量

をバルブと流量計で調節 した｡カブサイシンを6週齢のddY雄マウスに経口投与し限界までの遊泳時間を測定したところ,

投与2時間後に遊泳を開始した群の限界遊泳時間が有意に長くなった｡投与後 1時間あるいは3時間で遊泳を開始した群で

は,カブサイシンを投与しない群に比べ有意な差は観察されなかった｡遊泳時間の延長効果は投与したカブサイシンに対し

て用量依存的であり,0.033mmol/kgで最大の効果が得られた｡

カブサイシンを経口投与したマウスでは,投与30分以内に血中のア ドレナリン濃度が一過性に急激に上昇し,さらに,投

与2時間後にも再び上昇が観察された｡最初の一過性の上昇は血糖の増加を伴っていたが,2時間後の第二相のアドレナリ

ン上昇の際には血糖の上昇は観察されずに血中遊離脂肪酸濃度のみが上昇しており,ア ドレナリン上昇の第二相では,主に

脂肪分解の促進が優勢であることが推察された｡30分間遊泳運動させた後の筋グリコーゲンの残存量は,カブサイシンを投

与した群で,対照群より高い値を維持しており,筋肉グリコーゲンの節約が示唆された｡

2.ア ドレナリン分泌臓器である副腎を摘出したマウスを作成し,カブサイシンを投与して限界までの遊泳時間を調べた｡

副腎摘出マウスでは,カブサイシンによる血清ア ドレナリン濃度の上昇は認められず,限界遊泳時間の延長も観察されなかっ

た｡副腎摘出マウスの静脈に,生理量のほぼ最大値に相当するア ドレナリンを投与すると限界遊泳時間の有意な延長が認め

られた｡これらの結果から,カブサイシンによる持久運動能力の増強は副腎からのア ドレナリンの分泌を介するものである

ことが確認された｡

3.カブサイシン同族体の中で脂肪鎖長が14以上のものは辛味がない｡そこで,辛味のない脂肪鎖長18のカブサイシン同

族体であるC18-VAを合成し,持久力の増強効果を検討した.C18-VAは,カブサイシンと同様に,投与 2時間後に遊泳を開

始したマウスの限界遊泳時間を有意に延長する効果があった｡投与量と限界遊泳時間との間には用量依存性があり,0.033

mmol/kgで最も効果があった｡投与 2時間後に,辛味のあるカブサイシン同様ア ドレナリンの有意な上昇が観察されたが,

投与30分後の一過性のア ドレナリン上昇は観察されなかった｡後者は,カブサイシンの辛味による痛覚刺激と関連している

ことが示唆された｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

マラソンなどの持久運動は,体脂肪をエネルギー源として効率よく利用することが最も重要である｡ トウガラシの主な辛

味成分であるカブサイシンを動物に投与すると,副腎からア ドレナリンが分泌される｡ア ドレナリンは,脂肪組織に蓄積さ

れているトリグリセリドの脂肪酸-の分解と血液中-の放出を刺激することが知られているため,カブサイシンによって持

久運動能力の増強が期待される｡本論文は,カブサイシンのア ドレナリン分泌克進作用に着目し,体脂肪分解促進,脂肪代

謝活性化による持久力増強作用を,栄養生理学,運動生理学的解析により示したものであり,研究成果として評価できる点

は以下のとおりである｡

1.水槽にポンプで均一な表面流を作 り,カブサイシンをマウスに経口投与し限界までの遊泳時間を測定することによっ

て,カブサイシンの持久力増強効果を明らかにした｡この効果は,投与2時間後に遊泳を開始した群にのみ観察され,血液

中-のア ドレナリンの分泌と相関があることを示した｡30分間遊泳運動させた後の筋グリコーゲンの残存量は,カブサイシ

ンを投与した群で,対照群より高い値を維持しており,筋肉グリコーゲンの節約の面からもカブサイシンの効果を確認 した｡

2.ア ドレナリンを分泌する臓器である副腎を手術によって摘出したマウスでは,カブサイシン経口投与による血清ア ド

レナリン濃度の上昇はおこらないことを確認した｡副腎を摘出したマウスでは,カブサイシンを経口投与しても限界遊泳時

間の延長は観察されなかった｡副腎摘出マウスに,生理量のほぼ最大値に相当するア ドレナリンを静脈中に投与することに

よって限界遊泳時間の有意な延長を認めた｡これらの結果から,カブサイシンによる持久運動能力の増強には副腎からのア

ドレナリンの分泌が必須であることを示した｡

3.辛味のないカブサイシン同族体であるC18-VAを合成し,持久力の増強効果を検討 した｡C18lVAは,カブサイシンと

同様に,経口投与2時間後に遊泳を開始したマウスの限界遊泳時間を有意に延長する効果があった｡投与量と限界遊泳時間

との間には用量依存性があり,0.033mmol/kgの投与で最も効果があった｡投与2時間後に,辛味のあるカブサイシン同様

ア ドレナリンの有意な上昇が観察されたが,投与30分後の一過性のア ドレナリン上昇は観察されなかった｡後者は,カブサ

イシンの辛味による痛覚刺激と関連しており,持久力の増強とは直接関係がないことを示唆した｡

以上のように本論文は, トウガラシ辛味成分であるカブサイシンが,副腎からのア ドレナリン分泌を介して,マウスの持

久力を増強することを実証し,さらに,辛味のないカブサイシン同族体にも同様の作用があることを示したものであり,食

品機能学や運動生理学,さらには生理活性天然物化学の発展に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成10年 6月15日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学力

が十分あるものと認めた｡
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